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夜の卓に重ねておけば匂うごと

紙幣は学ぶために得て来ぬ

岸上大作

お金に換えられないもの、お金を出しても買

えないもの。若さ、愛、感動する心、そして、

ひたむきな情熱etc.…。生来と言うか、待たざ

るもののありがたくも悲しき習性か、私には物

に対する執着心が皆無に等しい。

先日、カンツォーネのミルパのドラマチック

リサイタルを聴いてきた。スケールの大きい歌

い方、詩の解釈の確実さ、その深さ、彼女の存

在と声の前に、心は震え、ブラボーの声も出ず

苦然と立ち尽くしていた。ともかく、ミルパは

すごい!借金してでももう一度聴きたい、見た

いと思っている。チケットはお金で買えるが、

その感動は金銭を超越している。

私は、一文無しになることを恐れると言うよ

りむしろ「その時私はどうするだろうか。 Jそ

の時になって初めて自分の身の振り方に決着が

つくような気がしてその時の来るのを待ってい

たと言ったほうがいいかもしれない。 いぎ、

そうなってみるとお金がないという事はあたり

まえで口実にもならない。私が持ち得るもの、

それは 「情熱Jであり fやる気Jr負けん気j
以外のなにものでもないという結詮に達したと

言うか、そういう事実に気がついた次第。とも

かく、骨惜しみ無く動いてみること。ギャラの

有無、多少に関係なくあらゆる機会に歌ってみ

-;I::~:..~~話時=ぉ;量出民事屈指ーーーーーーーーー

毎月第3水曜日に例会を開催しています.今までは、
参加者の然心さのあまり(? )、ついつい、倶楽部の運
営面など事務的な話が主となりがちでしたが、今後、そ
ういうカタイ話は、この倶楽部の、運営組事量各鐙当グル
ープですることにいたしました.
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R田秀子ファド供楽部

CL慰霊暴露ぷ⑬関NAL
ること。自分自身を縛りつけていた鎖一金がな

いからという諦めーを控訴ち切り、他人に期待し

たり、おもねるので無く、自分自身で動ける眠

り動いてみようと思っている。

まず手始めに、 6月29 B (水)のライブ

「アッコルドJの時に、ポルトガルで習った

iPASTEIS DE BACALHAU (鱈のコロッケ)Jを

作ゥてみよう。すでにアートクラブでのライブ

の時には猪本ママの発案で実施していることで

すが、ポルトガルワインも取り寄せようと思う

「案ずるより、産むが易しjともかくやってみ

よう。そう自分に言い聞かせている今日この頃

お金に換えられない“何か"かけがえのないも

のと出会いたい、そんな時を共有したいと思う

のです。

当ファド倶楽部の会員でもあり、毎日新聞学

芸部の記者として活躍中の石村佳子さんが5月

7日付の同新聞夕刊に筈いてくださった「活動

1 0年、フ 7ンクラブが誕生したフ 7 ド歌手一

光と影の旋律に本物の響き ーj と題した記事の

反響の大きさにびっくり。写真撮りが良いとか

悪いとか、エラの彊ったのがカバーされてて女

っぽいとかぽくないとか、そんな話はさておい

て、紙面に載ったライブ会場「巴里野郎」と

fアートクラプjは、大盛況。日頃がら空きな

のを知っている常連は、予約なしと言う事で断

られたり、余りの混雑に「これは臼を間違えた

か…Jと婦りかけるお客織もいたりで、失礼し

ました。ちなみに、 4月の f巴里野郎」のお客

織は5名でした。

月回秀子

月に-~の例会は 、 月固さんの款を罰いたりしながら
く月図と会員>で楽しく諮り合うまーとしたいと患います.
7月の例会は、 20日(水}心斎備の f夜鳴館』で午後
7時からです.人数に制限がありますので.ZEれ入りま
すが出席の方1;1:必ず倶楽舗に電話で申し込んで下さい.
多数の(会員、ビジター}努力目をお待ちしています.



秀子がその男の異様な態度に気づいたのは、ライヴ後の打ち上げで、

ギターの油側忠などと好物の焼肉を食べているときだった。テープル越

しに秀子を産めるように凝視しているのだ‘。

「ねえ、あの人ちょっと変よ。気味が悪いわ」。

-JL不乱に焼肉に集中しているバンドの連中が、彼女の訴えに耳を貸

内馬天馬 さないのも無理はなし、。日頃のひもじい食生活が、ここぞとばかり彼ら

綴鯵線機織鱒綴緩緩滋を野生に戻しているのだ。

打ち上げを終え、いつものようにチャリンコで帰途につく。千日前通りから松屋町筋へ。涼しい夜風

に心地好く今日のライヴの余韻に浸る。その時、さっきの男が追ってく るのに気がついた。顔から血の

気がひくのがわかる。懸命にペダルを漕ぐ。が、患ったより速度が上がらなL、。

ダイエットせねば…と思う間もなく男が迫ってくる。怖L、。このあたりは夜ともなれば人通りが犠端

に少なくなるのだ。

こんな事になるのなら、あんなにお肉やビールを摂るんじゃなかった。

池側宏、とはカルピの、岩田晶とはハラミの、それぞれ最後の一切れを醜く奪い合った事が今となって

は悔しし、。打ち上げ前より確実に3キロは太った自分が恨めしい。

吹き出す汗は恐怖のあぶら汗。人より自転車のほうが速いに決まってる。なのに懸命に走る男の生きづ

かいが、徐々に、確実に近づいてくるのが秀子の長い黒髪に伝わってくる。

神様、助けて!

やっとマンションが見えてきた。男との距離約10メートル。自転車を放り出し、転がるようにエレ

ベーターに駆け込む。

扉よ閉まれ!

が、 男の腕が扉の隙間を智lり、続いて身体が強引に入ってきた。
さだめ

あ、、絶体絶命だわ !この若き?身空をこんなところで散らすなんて、なんてむごい運命なの。

男が激しい動作で懐から何かを出す。

凶器?
や

思わず両手で顔を型う秀子。一瞬殺られた、と思った。が、まだ生きている。恐る恐る顔から手を下ろ

す。男の手には秀子のCDが…

「あ、あの~，サインしてくだしゃい !J

「



く縁がとりもっ fサウダーヂJの暢き 〉

くすんで以色に~f!1した (1 い噴き、パルコニ一、鎧

戸のある縦長の窓、ぶらさがる洗濯物、助がりく ね

った石鐙の狭い通り、階段や坂道、袋小路も多い。

犬は吠える。儲i:!!.の片-RIIで坐るくたびれた老人、は

しゃぎまわる下供たち、窓から威勢のよい~の戸が

する。上を見 J:げても、き~Iま銭らも見えない。m.い

IIIしたように降ってくる雨、それに濡れて;j{ーッと

入魂のように見える夜の街灯一一パリのベルヴィル

やリスポンのアルフ 7 マの裏目1嵐~である。こんな

下町から、下町ゥ子の詩人たちによって、シャンソ

ンやフ 7ドが創られ、あ;われてきた。

そうした小限のメロディーに投入されるアコーヂ

イオンの奮は、あたかもジャズにおけるサ γクス、

イタリア民絡におけるマンドリン、ファドにおける

ポルトガルギターのMQ¥にも似ており、古いシャン
ソン、とりわけ、トーキー映盛時代のシャンソン、

パリを欽ったシャンソンには、アコーヂイオンは欠

かせないf.i.tr:である。

今l句、このアコーデ4オンとファドが結び付いた

ライヴが1k画された。すでに、ファドの本場ポルト

ガルでは、それが実現しており、アコーデイオンが

和音を但当している。

臼本、ポルトガル友好450周年に凶んで米口し、

コンサー トが鴎継され、日本でもコンパクトディス

クが発先された「ミージアjが、それである。また、

「マードレデウスJのコンサートにむ笠局している

が、プロデューサーのぺドロ ・八・マガリヤンエス

氏は「チ L ロとアコーデイオンの選択は、クラッシ

ヲクのリサイタルと民衆育長Eの結び付きを考えて~

められたjと、アコーデイオンと74う楽器の待つ
-民~!:E. を述べている。

5月20口の「アッコルドJでのライヴ1;1.、月悶

秀子さ んのフ T ドと、 長い経歴と魚達した奏法を持

つ、アコーデイオンの名手・古川康氏との出会いで

あり、ギタ ーの池側忠氏を加えた自民litでの新しいま式

FlJIIIEj子フ γ ドflll制iIl似への山川 |
f月困秀子フ T ド倶楽部 lの例会Ii.月目さ んの・歌
を聞いた η、楽しい話をしながら 、彼女を 応慢し

会員相互の. 観墜をはかる喝とした いと思い ます

会員皆後 !多数のご参加をお待ちし ております.

女毎 月第三水曜 日午後7略から例会です*

7月の例会・ライブ
7月20日(水)午後7時より

大阪・心斎僑 rl(鳴館JS06-241-9219
〔そごう]と〔大丸}の聞を‘JI(に 30m行って
カメ ラのナニワの向かいの路地を入って右側です

議選試写

みであった。フ ァFの.J.:.旋律をilJ~与す る ポルトガル

ギタ!ーぬきであったが、聞いてみて、 「うん、これ

はい"11るJ、 「ファドの待つ下町風情にぴったりだ」

という刷版の緩懇である。その嘗き li、ある時li強

〈、ある ø~ は窃〈、ある時はリズム感iこ 溢れていて、

月間さんの歌うフ 7 ドとうまくlIHuしていた。

そして、弘にとってk霊祭蛮であったのは、 この2

人のアーチストとの人間関係である。月岡さんとの

付合いは、 「ベコーJで彼女がシャンソンを散って

いた鋭からで、コンサート、ラ イヴを通じてlOf:t:

ff'を桜過している。 -)j、アコーデイオ ンの古川氏

は、ほんのちょっとした情報で、私と同郷で、後が

小学校の先1<<.である等がわかった。私は焦まれ紋郷

の村(メ:Ri近郊)をIflてから、すでに40がほどに

・なり、!ll:tfのIt所まで、各地を訴i問屋・ 転々してきた。

年に一度、争Jに喜住谷りに帰る程度である。 古川氏と

はガキ時代に会っ たきりで、実に 40数年ぶりの3写

会であ勺た。

ライヴの聞に吉川氏とのちょっとした会経の巾で、

生まれ紋"の近所の人達の名前、小学生時代の悶1!l

E主の名古il、忘れていたものが蘇ゥ fこ。フ 7 ドの心で

ある f サウダーデj 、それは、 m~、故郷への不在

感、Vilil在日独、~!1い任1等を怠.~するポルトガル訴で

あるが、 この円のライヴは、私にとってまさに「サ

ウダーデJそのものであった。

77ドとアコーヂイオンの也会い、そして、私と

2人のアーチストとの録、縁とは恐ろしいものであ

る.世間には、耐録、地縁、会科:などとのt士会的組
織縁等、 &Iil主々あるが、このよう江緩の径約から

解自主されて、人間は f自由Jになるのだが、現実に

はなかなかむずかしい。が、 「綬 I;I:~江もの、あじ

なものjでそれによ って季還が転がり 込む事もある。

当円、 r I'~ トリシア ・ カース J のコンサートがあり、

マゾヒスティック なロック舗のシャンソンを闘いた

後の事で、 何やら現存ーから過去に逆もどりした感じ

の一夜であゥた。

(H. T生)

i ヰ Bりj川川111川IU附l
- 申し込みの方法:蝋便娠容でお願いします.・口座番号:大阪 9-18440・bD入考名:月困秀子フ 7ド倶楽部
会費 :入会金/2.000円 年会費/3.000円
‘ー ... 込‘":.'喝--慮、 、e司、，.・‘句「 陶- . 

JIt < . 、二~ .t.. ~4"-‘ 、. ー­
u・ 3 ・ -_予白骨 ..... 相』旬邑ョu 、.J_~.. . .. 
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、Jケスのヱー秀回月く

(月〉6月 20日

京都・ 四霊長河原町「巴星野郎」
百 075-361-3535 c 

① 8 : 0 0 @9; 0 0 ③ 10: 0 0 
ピアノ :河村真千子 ギター:池側忠

〈金)・6月 24臼

〈入れ替えなし〉

く入れ替えなし〉
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〈月〉6月 27日

大阪 ・上六「アッ コルドJ
n06-773-3110 
ポルトガルギター:佐野健ニ
ギタ ー :池側宏、

1) (t ~と

三重 ・伊勢志摩「合歓の郷」
VITOコンソレーションとのジョイ ントライ ブ

〈氷〉

〈土〉

6月 29臼

7月 16日

.， 
大底 ・心斎棋 f麗境館」
百 06-241-9219
ファ ド倶楽部例会:ライブ

・出席申し込みは必ず倶楽部へ:c:06-645-4717・

ポルトガルギター:佐野健二
ギタ ー :池側忠

〈氷〉7月 20臼

〈入れ替えたEし〉
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〈月〉7月 25日

〈入れ替えなし〉

京都・ 四条河原町「巴里野郎J
n075-361-3535 
① 8 : 0 0 ② 9 : 0 0 ③ 1 0 : 0 0 
ピアノ :河村真千子 ギター:池側忠

"(J l!ヒ
三重・ 伊勢志摩 「合歓の郷」
VITOコンソレーショ ンとのジョイ ントラ イブ

〈企〉-7月 298
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〈月〉

〈金〉

8日

8月 19回

8月

〈入れ替えなし〉
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〈月〉8月 29日

-金書区民伽lイ乍スタッフ夢事費主主
男女は問いまぜんが、ワープロが打てれば長惑です.

・壬没君事毘 σ〉 尼子王手高夢事~t耗 1 

ファド関係以外にも、テーマは自由.ご送付は耳E務局まで。

医認翠図 Ii'FλDOJ第二号をお届けします‘現在のところ
まだまだ手係り状態で、今回も{土司Eとの絞ばさみのcf'で時間に追
われ、果たして紙面が埋められるか?一一悪夢を二度ほど見まし

た.それだけに、ご役稿いただいたお二人には感鉛! そして月

日さん、 毎回ご苦労様。 r原、織も、ストックを持つほどに、なっ
てみたいねjと、 俵万智(ちょっとフルイかな?)風に言ったス

タッフの一人.皆後の投摘をお待ちしています. (K) 

f月図秀子フ ァド倶楽部j事務局
〒542大阪市中央区高津3・14・8・1001

TEL. FAX. 0 6 -6 4 5 -4 7 1 7 

潟m・発行
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